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内水面漁場管理委員会 会長・副会長について 

１ 漁 業 法（抜粋） 

（構 成） 

第百三十七条 海区漁業調整委員会は、委員をもって組織する。 

２ 海区漁業調整員会に会長を置く。会長は、委員が互選する。ただし、委員が会長

を互選することができないときは、都道府県知事が委員の中からこれを選任する。 

   （以下略） 

 

（準用規定） 

第百七十三条 第百三十七条第二項から第六項まで、第百三十八条第四項、第百四十

条から第百四十六条まで、第百五十七条、第百五十九条及び第百六十条の規定は、

内水面漁場管理委員会に準用する。 

   （以下略） 

 

２ 漁 業 法 施 行 令（抜粋） 

（会長の職務） 

第十三条 漁業調整委員会及び内水面漁場管理委員会の会長は、それぞれ、会務を総

理し、会を代表する。 

２ 漁業調整委員会及び内水面漁場管理委員会について、会長が欠けたとき又は会長

に事故があるときは、あらかじめ委員が互選した者がその職務を代理する。 

 

３ 神奈川県内水面漁場管理委員会の会議等に関する規程（抜粋） 

（会長の任期） 

第２条 会長の任期は、２年とする。ただし、会長が任期中に欠けたときは、後任会

長の任期は、前任の会長の残任期間とする。 

２ 会長は、再任されることができる。 

３ 会長は、任期が満了しても後任の会長が就任するまでの間は、なおその職務を行

なう。 

（副会長の設置及び職務） 

第３条 令第13条第２項の規定により委員会に副会長１人を置く。 

２ 副会長は、会長を補佐する。 

 （副会長の任期） 

第４条 副会長の任期は、２年とする。ただし、副会長が任期中に欠けたときは、後

任の副会長の任期は、前任の副会長の残任期間とする。 

２ 副会長は、再任されることができる。 

３ 副会長は、任期が満了しても後任の副会長が就任するまでの間は、なおその職務

を行なう。 
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選考委員会で候補者を選任 

（候補者一本化） 

選考委員：漁業者代表 ２名 

       遊漁・学識 ２名 

委員会で協議、選任 

漁業者代表、遊漁及び学識の２グル

ープで、それぞれ、選考委員会委

員、会長・副会長候補を自薦・他薦

を含めて選任 

A 直接、委員会で選任 

過去の会長・副会長（15～20期） 

 会 長： 井貫晴介（学識） Ｈ28.12 ～ Ｒ02.11 

井貫晴介（学識） Ｈ24.12 ～ Ｈ28.11 

大倉重信（学識） Ｈ16.12 ～ Ｈ24.11 

      菊地光男（学識・漁業者代表） Ｈ8.12 ～ Ｈ16.11 

 副会長： 木藤照雄（漁業者代表）   Ｈ28.12 ～ Ｒ02.11 

 安住三郎（漁業者代表）    Ｈ20.12 ～ Ｈ28.11 

鈴木 勇（漁業者代表）    Ｈ16.12 ～ Ｈ20.11 

      小林良雄（学識）       Ｈ12.12 ～ Ｈ16.11 

佐藤英智（学識）       Ｈ 8.12 ～ Ｈ12.11 

B 選考委員会で会長・副会長

候補者を選任 

会長・副会長の互選方法 

協議、又は投票により選任 


